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1. 準備調査の概要 

 
1.1. 背景 

エジプト国（以下「エ」国）では、好調な経済成長や投資流入を継続させ、中長期に亘

り持続的な成長を確保していく上で、急激なインフラ整備ニーズの増加への対処が課題と

なっており、経済産業インフラの整備は、投資・ビジネス環境を改善する上で必要不可欠

な要素である。 

 電力セクターにおいては、現在の5カ年計画の期間（2007/08～2011/12年度）中に、年率

7%程度のペースで需要が増大していくと見込まれている一方、供給予備率は1～3%で推移し

ていくことが予想されるなど需給が逼迫した状況にあり、需要の伸びに応じた電力セクタ

ー整備が求められている。また世界的な資源・エネルギー価格の高騰、地球温暖化への問

題意識の高まり等を背景に、「エ」国政府は、新・再生可能エネルギーの積極活用による

発電源の多様化に取り組んでいる。2011年までに整備する発電能力のうち、約12%を新・再

生可能エネルギーによってまかなう方針を立てており、その円滑な推進が求められている

他、「エ」国では2020年に全発電量のうち、再生可能エネルギーによるものを20%とするこ

とを目標としており、内8%を水力発電、12%を風力発電とする計画である。同計画によれば、

7200MWを風力発電による必要があり、これは毎年700MWの風力発電所を建設することを意味

する。 

 現在、「エ」国では、スエズ湾に面するザファラナ及びハルガダにドイツ国、デンマー

ク国及びスペイン国の協力により計310MWの風力発電所を建設して稼動させており、デンマ

ーク国と日本国の協力により2010年までに240MWの発電施設がこれに加わる予定となって

いる。 

 このような状況の中、今般「エ」国政府は我が国に対し、エジプト全国風況調査結果

（1997-2005、２フェーズにわたるDANIDA支援にて作成）に基づく、ミニア周辺のナイル川

両岸に200MW風力発電所を建設する計画のF/S調査を要請した。 

 今回の「エ」国側要請は風力発電所のサイト選定から始めるF/S調査であり、また風力発

電所としての規模が大きく、調査内容もかなりの規模となることが予想される。従って、

F/S調査の事前調査（S/W協議）に先立ち、要請背景・内容やプロジェクトサイト、調査の

課題等を確認することで、次回調査として予定するS/W協議の方針を検討することを目的と

して本予備的調査を実施した。 
 

1.2. 調査団の構成 

氏 名 担 当 所  属 

田中 顕士郎 総 括 独立行政法人国際協力機構エジプト事務所 企画役

安達 正昇 風力発電計画 株式会社テクノ中部 技研センター 

水野 輝海 環境社会配慮 株式会社テクノ中部 企画部 

小林 悟 協力企画 独立行政法人国際協力機構 産業開発部 資源･省

エネルギー課 調査役 

 
1.3. 調査期間 

平成 21 年 4 月 10 日から 4 月 25 日（16 日間） 
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1.4. 現地調査日程 

日   程 現地調

査日数 月/日 曜日 
安達・水野団員 小林団員 

1 4/10 金 23:15 関空発（JL5099） 19:55 羽田発（EK6257） 
23:15 関空発（EK317） 

08:50 ドバイ発（EK927） 
10:40 カイロ着 

 2 4/11 土 

JICA エジプト事務所打合せ  
3 4/12 日 JICA エジプト事務所打合せ 

NREA 表敬訪問、調査日程調整 
EETC 表敬訪問 
大使館訪問 

4 4/13 月 NREA との協議 
MOIC 表敬 

5 4/14 火 NREA との協議 
6 4/15 水 Zafarana 風力発電所視察 
7 4/16 木 F/S 調査対象地域（ナイル渓谷西側）視察 
8 4/17 金 資料整理、団内打合せ  
9 4/18 土 資料整理、団内打合せ  

10 4/19 日 資料整理、団内打合せ 18:30 カイロ発（EK924） 
02:35 ドバイ発（EK316） 

11 4/20 月 資料整理 19:15 関空発（JL188） 
20:25 羽田着 

12 4/21 火 EEAA、DANIDA との協議  
13 4/22 水 NREA との協議 

砂漠研究センター、Egyptian 
Electricity Holding Company 訪問

 

14 4/23 木 JICA 事務所報告、大使館報告  
15 4/24 金 19:30 カイロ発（EK924） 

02:35 ドバイ発（JL5090） 
 

16 4/25 土 17:20 関空着  
 
2. 調査結果 

 
2.1. 風力発電 

2.1.1. 国家計画 

世界銀行の調査報告書1によると、1980 年にエジプト政府は、2005 年までに一次エネルギ

ー需要の 5%を再生可能エネルギーで賄い、その内、風力発電による発電電力量を約 13 億

kWh/年（総発電力量の 1.6%）とする計画を立て、1982 年に最初の風力発電機（出力 250KW）

4 機を設置した。 
2007 年に策定された第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（2008 年－2012 年）では、第 5 次経

済社会開発 5 ヵ年計画（2002 年－2007 年）における風力発電開発の目標値 250MW に対し、

234MW（94%）を達成した。さらに、2012 年までに新たに建設される発電設備容量の 12%
（997MW）を再生可能エネルギーである風力（765 MW）、太陽光（150 MW）、水力（82 MW）

を利用した発電を行うこととしている。表 2-1 に第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画における再

                                                   
1 ESMAP189: Energy Sector Management Assistance Programme Arab Republic of Egypt Energy 
Sector Assessment October 1996 
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IUCN の Red List に記載されている絶滅危惧種のうち、ウシ科のバーバリーシープ、リム

ガゼル、ヌビ・アイベックスがナイル渓谷のある西部砂漠および東部砂漠に生息している

と報告されているが、EEAA および農業省砂漠研究センター（Desert Research Center）にお

ける聞き取り調査では、ナイル渓谷において詳細な動植物調査が行われたかどうか明確で

はなかった。 
 
(4) 社会環境 
当該地域には村落や農地もなく、住民移転は発生しない。また、当該区域は、ベドウィ

ンの活動範囲であることから、エジプト政府からの要請書に添付されている環境社会配慮

スクリーニング様式チェック項目 7.の「少数民族あるいは先住民族、伝統的な生活様式を

持つ遊牧民の人々の生活区域、もしくは特別な社会価値のある地域」にマークされている。 
 
3. 要請内容 

NREA は、以下理由によりナイル渓谷西側の開発を先に行なうこととしていることから、

F/S 調査地域も西側を希望している。 
 
• 送電線がナイル川の西側に敷設されており、系統連携が容易である。 
• 東側と比較し地形が平坦である。 
• この地域の卓越風向は北西であるため、ナイル川沿いの農地、森林、構築物によって

東側の風速は西側と比較して弱くなる。 
 
また、要請書に記載された F/S 調査の内容は、以下 3 点であることが確認された。 
 

• ナイル渓谷西側全体の風況調査 
• ナイル渓谷西側内において風力発電所建設最適地域選定のための風況精査、動植

物を含む自然環境調査、系統連携調査、インフラ整備情況調査 
• 当該最適地域における風力発電所建設基本計画（建設費用の算定、EIA 等を含む）

の策定 
 
なお、NREA は、F/S 調査結果に基づき、円借款による風力発電所建設を予定しているが、

ナイル渓谷全体の開発計画を策定しておらず、日本の協力規模に対応した地域（例えば、

200MW の風力発電所なら約 40Km2）における F/S 調査に加えて西側全体の開発促進を視野

に入れ、西側全体の風況調査も希望している。さらに、風況調査結果を基に風力発電事業

に対する民間投資促進や国際機関からの資金協力のための参考資料とするため、調査結果

の国際的な検証または認証を希望している。 
 
4. S/W 協議に係る提言 

 
(1) ナイル渓谷西側全体の風況調査 
ナイル渓谷の風況は、他の風力発電所計画地点とは異なり、風況実測調査の結果ではなく、

地球規模の気象観測データに基づいて、数値モデルを用いて計算した推定値であるため、

NREA は、風力発電所建設を促進するためにも、風況の実測に基づく風力エネルギー賦存量

の把握を希望している。 
一方、ナイル渓谷西側の面積は約 4,200Km2（東京都の面積の約 1.9 倍、山梨県の面積と同

等）と広大であり、調査結果も風力発電所最適地域の選定のための必要条件とはならない

ため、実施にあたっては、調査費用および効率面からの検討も必要である。 
なお、現地踏査において、体感ではあるが Zafarana 風力発電所と同程度の風速があると感

じられた。 
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西側全体調査を行うとすれば、NREAが保有しているWAsPを用いることが効率的である。

通常 WAsP の解析領域は 10Km 程度であるが、地形が比較的平坦なことから図 4-1 に示すよ

うに南北および東西方向に各 4 ヶ所、北東および南東の角に各 1 ヶ所の合計 10 ヶ所におい

て 1 年間の風況観測を行い、WAsP による対象地域全体のシミュレーションを行うことは可

能である。なお、日本における風況観測機器（高さ 50m）の価格は、1 機約 250 万円～300
万円（機材費約 150～200 万円、据付工事費約 100 万円）であり、NREA からもデンマーク

の支援による風況調査を行った時の機材は、3 万ドル程度であったと報告があった。 
ただし、NREA が希望しているシミュレーション結果に対する認証については、国際的に

そのような制度がないため、NREA の希望を満足することはできない。F/S 調査において実

施可能な対応策としては、WAsP の開発元である RISO に入力データを提供し、F/S 調査に

おいて得られたシミュレーション結果の検証をすることが考えられる。 
 
(2) F/S 調査対象地域 

NREA は、2016/2017 年度運用開始を目指して円借款による風力発電所の建設を前提とし

た F/S 調査の実施を希望している。風力発電所建設最適地域は、次の 2 前提条件に基づいて

図 4-1 に示すように、ナイル渓谷西側の東側 2又は 3 地域の中から選定することが望ましい。 
 

• 比較検討が可能なよう複数地域とする 
• 風力発電所の将来の拡張を考慮し、系統容量の大きなナイル川沿の 500kV の系統に

接続する 
 
なお、東側を選定したのは、西側全体の地形から風況に大きな差異はないとの判断によ

る。 
 

×

×

× × × ×

×

×

×

×

500kV送電線

220kV送電線

N

 
図 4-1 風況観測地点および F/S 調査地点 

 
(3) 人材育成 

NREA では風力発電所の維持管理のための研修プログラムを作成しておらず、Zafarana 風

F/S 対象地点の例 

風況観測地点 
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力発電所では OJT による訓練が行われている。今後、建設が予定されている風力発電所の

運転、保守要員の育成のためにも、F/S 調査に人材育成計画の策定を含めることが望ましい。 
 

(4) EIA 
NREA は、EIA を F/S 調査に含めることを希望している。F/S 調査後の風力発電所建設計

画の実施促進面からも F/S 調査において EIA 報告書を作成することが望ましい。 
風力発電所建設に係るエジプトの EIA のガイドラインは 7 月 1 日に発効予定である。JICA

が実施したSAPROFにおけるEIAは、このガイドラインを先取りして行っていることから、

当該ガイドラインの最初の適用案件となるため、この調査結果を踏まえて行なうことが望

ましい。 
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